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昭和61年度予算（一般会計）

昭和61年度の町の一般会計予算は

49億8，419万4千円。3月議会で成立

記

旧
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昭和61年度一般会計予算

49億8，419万7千円

明
る
い
町
づ
く
り
予
算
で
す

み
な
さ
ん
よ
く
見
て
ね

分担金及び負担金＝…・5，286万4千円　地方譲与税……………………5，000万円

財産収入…＝…………・2，961万円　　自動車取得税交付金……‥＝‥4，700万円

繰越金…‥＝…＝………4，000万円′　　交通安全対策特別交付金・・・…‥・450万円

寄付金……‥＝・‥・…‥・…・・‥…　2千円

さて

六
月
定
例
議
会
で
、
紹
和
六
十
一
年
度
の
一
般
会
計
の
本
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。
今
年
度
の
予
算
額
は
、
四
十
九
億
八
千
四
百

十
九
万
七
千
円
と
前
年
度
に
比
べ
八
㌫
（
三
億
六
千
八
百
七
十
八
万
五
千
円
）
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
中
央
公
民
館

の
建
設
に
よ
る
も
の
で
す
。
予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、
「
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
空
と
い
う
こ
と
を
基
本
に
、
経
常
経
費

の
節
約
と
文
教
、
福
祉
、
篇
環
境
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
な
ど
の
充
実
を
目
指
し
、
限
り
あ
る
財
源
の
効
率
的
な
配
分
に
努
め
て

い
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
そ
の
内
容
を
具
体
的
に
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

地
方
交
付
税
の
伸
び

わ
ず
か
〇
・
八
㌫

町
の
財
源
は
、
町
税
や
使
用
料
及
び
手
数

料
な
ど
の
町
が
白
か
ら
確
保
で
き
る
自
主
財

源
と
、
地
方
交
付
税
や
国
・
県
か
ら
の
支
出

金
、
町
債
（
借
入
金
）
な
ど
、
他
か
ら
収
入

す
る
依
存
財
源
と
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
歳
入
の
内
、
自
主
財
源
が
全

予
算
の
四
十
八
㌫
を
占
め
て
い
ま
す
。

☆
町
税
は
、
前
年
度
当
初
に
比
べ
八
㌫

増
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
本
町
の
所
得
構
造

か
ら
す
る
と
八
㌫
の
増
収
が
精
一
杯
の
見
込

み
で
、
前
年
度
の
決
算
見
込
に
比
べ
二
・
八

郡
の
増
収
に
止
ま
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

☆
地
方
交
付
税
は
、
前
年
度
当
初
に

比
べ
〇
・
八
㌫
増
の
十
三
億
四
千
万
円
と
、

わ
ず
か
千
万
円
の
増
収
を
見
込
ん
で
い
ま
す

☆
国
・
県
支
出
金
は
、
一
億
四
千
八

百
三
十
八
万
二
千
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
道
路
改
良
事
業
（
三
千
三
万

円
）
、
公
園
事
業
費
（
四
百
万
円
）
、
防
音

事
業
机
小
窓
枠
取
替
事
業
（
三
千
百
万
円
）

中
央
公
民
館
建
設
（
九
千
万
円
）
に
対
す
る

補
助
金
が
主
な
も
の
で
、
国
の
補
助
率
の
引

き
下
げ
に
よ
る
影
響
は
、
引
き
下
げ
前
の
五

十
九
年
度
を
ベ
ー
ス
に
比
較
す
る
と
約
六
千

八
百
万
円
の
減
収
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

☆
繰
入
金
は
、
前
年
度
に
比
べ
一
億

九
千
四
百
九
十
万
円
の
増
で
、
こ
れ
は
全
て

中
央
公
民
館
建
設
に
伴
う
財
源
と
し
て
庁
舎

等
建
設
準
備
基
金
の
取
り
く
ず
Ｌ
で
す
。

「

☆
諸
収
入
は
、
前
年
度
に
比
べ
八
千

二
百
九
十
七
万
円
の
減
で
、
こ
れ
は
鉱
害
復

旧
事
業
の
減
少
に
よ
る
国
・
県
の
補
助
金
、

鉱
害
復
旧
事
業
団
か
ら
の
負
担
金
が
減
少
し

た
た
め
で
す
。

☆
町
債
（
町
の
借
金
）
は
、
前
年
度
に

比
べ
八
千
四
百
九
十
万
円
減
少
し
て
い
ま
す

こ
の
よ
う
に
、
町
債
が
前
年
度
と
比
べ
二

四
・
六
酢
と
大
幅
に
減
っ
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
は
、
建
設
事
業
な
ど
を
す
る
際
、
そ
の
資

金
を
安
易
に
借
金
に
頼
る
こ
と
な
く
、
国
や

県
の
補
助
金
な
ど
を
で
き
る
だ
け
有
効
に
活

用
す
る
よ
う
努
め
て
い
る
た
め
で
す
。
そ
の

結
果
、
国
庫
支
出
金
は
、
前
年
度
に
比
べ
三

八
・
九
即
、
県
支
出
金
は
二
六
・
四
郡
と

い
ず
れ
も
大
き
な
伸
び
を
示
し
て
い
ま
す
。
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消防費……1臆9，153万4千円

予備費…………1，500万円

中

央

公

民

館

十
月
　
に
　
完
成

諸会費……………1億3，583万6千円

農林水産業費…………5，856万6千円

商工費…………………1，978万4千円

歳
出
は
、
公
共
施
設
の
建
設
や
道
路
の
整

備
、
鉱
害
復
旧
な
ど
の
投
資
的
経
費
と
、
人

件
費
や
物
件
費
、
扶
助
費
な
ど
の
消
費
的
経

費
、
そ
れ
に
町
債
の
返
済
の
た
め
の
公
債
費

な
ど
か
ら
成
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
今
年
の
予
算
で
す
が
、
投
資
的
経

費
に
は
歳
出
絃
額
の
三
〇
・
五
郡
に
当
た
る

十
五
億
千
八
百
八
十
万
四
千
円
を
投
入
し
、

中
央
公
民
館
の
建
設
や
生
酒
道
路
、
鉱
害
復

旧
、
教
育
施
設
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

次
に
目
的
別
に
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

☆
総
務
費
の
中
に
は
、
遠
賀
川
河
川
敷

の
利
用
計
画
策
定
委
託
料
や
衆
・
参
議
院
議

員
選
挙
費
な
ど
が
新
た
に
計
上
さ
れ
て
い
ま

す
。
全
体
と
し
て
は
前
年
度
に
比
べ
六
百
五

万
七
千
円
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

☆
民
生
費
は
、
前
年
度
に
比
べ
四
千
九

百
七
十
四
万
円
増
と
大
幅
に
伸
び
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
へ
の

繰
出
金
（
二
千
万
円
）
、
机
山
荘
の
屋
根
防
水

工
事
費
の
計
上
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

一

☆
衡
生
費
は
、
し
尿
処
理
施
設
費
負
損

金
が
二
千
八
百
万
円
増
え
た
反
面
、
ご
み
処

理
施
設
費
負
担
金
が
七
千
百
二
十
九
万
五
千

円
と
大
幅
な
減
と
な
り
、
全
体
と
し
て
は
、

前
年
度
に
比
べ
四
千
五
百
十
六
万
四
千
円
の

減
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

☆
労
働
費
は
、
失
業
者
の
雇
用
を
図
る

た
め
の
事
業
を
行
う
も
の
で
、
前
年
度
に
比

べ
三
千
六
百
三
十
一
万
四
千
円
増
の
予
算
を

計
上
し
、
ｍ
天
下
・
井
地
向
線
⑨
三
反
間
・

十
三
塚
線
⑨
野
間
・
迎
線
の
讃
蒔
整
備
を
行

う
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

☆
農
林
水
産
業
費
は
、
前
年
度
に
比

べ
千
九
百
七
万
九
千
円
の
増
で
、
農
業
用
水

管
布
設
替
工
事
費
の
計
上
な
ど
に
よ
る
も
の

で
す
。☆

商
工
費
は
、
前
年
度
に
比
べ
四
一
・

八
欝
減
と
大
幅
に
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
は
、
商
工
会
館
の
完
成
に
よ
る
建
設
助
成

金
の
減
少
に
よ
る
も
の
で
す
。

☆
土
木
費
は
、
前
年
度
に
比
べ
一
億
九

十
四
万
円
と
大
幅
に
伸
び
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
道
路
新
設
改
良
費
、
公
園
費
、
公
営
住
宅

管
理
費
の
増
加
や
、
防
衛
施
設
周
辺
民
生
安

定
事
業
（
猪
熊
・
机
線
舗
装
工
事
）
、
鯨
瀬

排
水
場
管
理
費
、
緑
化
推
進
費
の
新
し
い
予

算
計
上
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

☆
消
防
費
は
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を

購
入
（
第
二
分
団
）
し
、
機
動
力
の
強
化
を

図
り
ま
す
。
全
体
と
し
て
は
、
第
三
分
団
格

納
庫
建
設
工
事
の
終
了
な
ど
に
よ
り
、
前
年

度
に
比
べ
千
八
十
九
万
七
千
円
の
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。

☆
教
育
費
は
、
前
年
度
に
比
べ
三
億
千

二
百
七
十
七
万
一
千
円
と
大
幅
に
伸
び
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
由
央
公
民
館
の
建
設
費
、

机
小
学
校
防
音
サ
ッ
シ
取
替
え
工
事
費
な
ど

の
増
加
に
よ
る
も
の
で
す
。

☆
災
害
復
旧
費
は
、
鉱
害
復
旧
を
行

う
た
め
の
も
の
で
、
今
年
度
①
丸
ノ
四
・
五

反
五
歩
線
⑧
新
池
下
・
村
下
線
㊥
家
屋
（
⊥
3

戸
）
の
復
旧
を
行
い
ま
す
。
全
体
と
し
て
は

大
平
下
水
道
鉱
害
復
旧
工
事
の
終
了
な
ど
に

よ
り
、
前
年
度
に
比
べ
九
千
九
百
七
十
三
万

三
千
円
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

☆
公
債
費
（
借
金
の
返
済
金
）
は
、
前

年
度
に
比
べ
三
・
三
即
、
千
九
百
七
十
二
万

八
千
円
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

町民 ひと り当た り
166，323円の使 いみち

（8召刹〕61年3 月末入口）

議会費 総務費

圭 享
4 ，533 円 21 ，590円

民生費 衛生費

蜃童
20，643円 14，353円

労働費

≧安

農林水産費

享

8 ，248円 1，954円

商工費 土木費

命
660 円 18 ，168円

消防費 教育費

轡 喝
6，391円 38，837円

災害復旧費 公債費

！：Ｊ
．ヽ一ヽ′

9，667円

く勤

20，776円

その他 鰐 503円
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ユ一夕ーも顔負け

少年珠算競技大会

ね
が
い
ま
し
て
は
ー
パ
チ
パ
テ
と

算
盤
の
音
が
軽
や
か
に
響
き
ま
す
。
六

月
二
十
九
日
、
町
民
会
館
に
百
二
十
人

の
小
・
中
学
生
が
参
加
し
て
、
第
二
十

八
回
青
少
年
珠
算
畜
技
大
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
。

個
人
の
部

▽
五
年
＝
㊥
本
田
百
合
（
美
吉
野
）
㊥

成
重
基
樹
（
吉
田
二
）
④
松
山
史
（
猪

鮨
）
　
▽
六
年
＝
①
宇
野
沢
亮
（
吉
田

一
）
㊥
白
武
智
美
（
吉
田
一
）
⑨
恒
辟
恵

里
（
二
町
住
）
　
▽
中
学
＝
①
賀
屋
憲

真剣な表情で算盤に向う　4年生

司
（
吉
田
団
地
）
㊥
吹
田
延
夫
（
み
ず

ほ
）
㊥
真
鍋
さ
お
り
（
み
ず
ほ
）

団
体
の
部

▽
四
年
目
①
吉
田
二
㊥
吉
田
団
地
④
み

ず
ほ
団
地
　
▽
五
年
＝
①
美
音
野
団
地

㊥
吉
田
三
㊥
猪
熊
　
▽
六
年
＝
望
□
田

二
望
日
田
団
地
④
吉
田
二
　
▽
中
学
Ｈ
Ｈ

①
み
ず
ほ
団
地
④
猪
熊
Ａ
④
猪
熊
Ｂ

▽
リ
レ
ー
顛
技
＝
①
猪
熊
㊥
み
ず
ほ
団

地
④
吉
田
団
地
　
▽
地
区
総
合
＝
①
み

ず
ほ
団
地
㊥
吉
田
団
地
㊥
猪
熊

読
上
算
の
部

▽
小
学
生
ｕ
①
宇
野
沢
亮
（
吉
田
一
）

㊥
古
川
泰
弘
（
美
吉
野
）
⑨
森
雅
美
（

吉
田
一
）
　
▽
中
学
生
＝
①
賀
屋
憲
司

（
吉
田
田
地
）
⑧
真
鍋
さ
お
り
（
み
ず

ほ
）
④
山
田
愛
（
猪
熊
）

簾
上
暗
算
の
部

▽
小
学
仕
甘
①
宇
野
沢
亮
（
吉
田
一
）

㊥
古
川
泰
弘
（
美
吉
野
）
③
森
雅
美
（

吉
田
一
）
　
▽
中
学
生
＝
①
吹
田
延
天

（
み
ず
ほ
）
㊥
賀
屋
憲
司
（
吉
田
団
地
）

④
山
田
愛
（
猪
熊
）

猪　熊　マ　マ　が　優　勝

ママさんバレーに13チームが熱戦

は
い
ト
～
ス
、
ア
タ
ッ
ク
。
館
内
は
お
母

さ
ん
遠
の
迫
力
で
熱
気
む
ん
む
ん
－
工

雨
が
降
り
続
き
、
う
っ
と
う
し
い
日
と
な

っ
た
六
月
二
十
二
日
、
町
民
体
育
館
で
は
お

母
さ
ん
運
が
集
ま
り
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。

熊
マ
マ
と
頃
宋
ク
ラ
ブ
が
対
戦
。
2
1
－
冥

2
1
－
ュ
8
と
白
熱
し
た
試
合
の
末
、
猪
熊
マ
マ

が
優
勝
を
果
し
ま
し
た
。

▽
優
　
勝
　
猪
熊
マ
マ

▽
準
優
勝
　
頃
末
ク
ラ
ブ

▽
三
　
位
　
古
賀
ク
ラ
ブ
、
上
二

今
年
は
十
三
チ
ー
ム

が
参
加
し
、
二
コ
ー
ト

に
分
か
れ
て
試
合
開

始
。
家
族
や
地
区
の
人

の
応
援
を
受
け
、
懸
命

に
白
球
に
ア
タ
ッ
ク
、

熱
の
入
っ
た
試
合
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

決
勝
戦
は
今
年
も
、
昨

年
と
同
じ
よ
う
に
、
猪

井
上
保
さ
ん
が
優
勝

郡
弓
道
選
手
権
大
会

精
神
を
統
一
し
て
的
を
射
る
ー
日

杢
日
代
の
武
術
・
弓
道
の
遠
賀
郡
選
手

権
大
会
が
水
巻
町
の
勤
労
者
体
育
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
こ
の
大
会
に
有
段

の
部
で
出
場
し
た
井
上
保
さ
ん
（
頃
宋
）

が
、
十
裏
朗
技
で
八
本
命
申
し
て
見
事

優
勝
し
ま
し
た
。

健康ゲートボール大会

17チームが熱戦、猪熊Ｂ優勝

お
年
寄
り
の
健
寮
増
進
を
図
る
た
塑
水

巻
町
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
主
催
の
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
大
会
が
六
月
二
十
七
日
、
町
営
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

参
加
十
七
チ
ー
ム
、
三
コ
ー
ト
に
分
か
れ

そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー
ト
で
の
二
位
ま
で
の
チ
ー

ム
が
決
勝
戦
に
進
出
。
今
年
は
猪
熊
ど
う
し

が
優
勝
を
争
い
、
昨
年
優
勝
の
猪
熊
Ａ
を
Ｂ

が
熱
戦
の
宋
破
誓
優
勝
し
ま
し
た
。

▽
優
　
勝
　
猪
熊
Ｂ
（
山
浦
、
柴
田
己
、

江
藤
田
、
代
財
、
宮
野
、
力
武
）
観

▽
準
優
勝
　
猪
熊
Ａ
、
　
▽
三
位
　
下
二

決勝トーナメント

6

猪

　

熊

　

Ｂ

5

み

　

ず

　

ほ

4
お
か
の
台
Ａ

3
お
か
の
台
Ｂ

2

下

　

　

　

二

1

猪

　

熊

　

Ａ
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子供カ　ッパの季節到来

水泳スポーツ少年団プール開き

梅
雨
入
り
で
激
し
い
雨
と
な
っ
た
六
月
二

十
九
日
、
机
小
学
校
プ
ー
ル
で
水
泳
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
の
プ
ー
ル
開
き
が
行
わ
れ
ま
し
た

こ
の
日
は
水
温
二
十
五
度
、
気
温
も
二
十

五
度
と
、
雨
の
た
め
昨
年
に
比
べ
ち
ょ
っ
と

冷
め
た
い
よ
う
で
す
。
で
も
、
み
ん
な
元
気

に
力
一
杯
泳
い
で
い
ま
し
た
。

今
年
度
の
水
泳
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
田
員

数
は
四
百
二
人
。
梅
雨
が
過
ぎ
る
と
各
団
と

も
本
格
的
な
練
習
が
始
ま
り
ま
す
。

〔
リ
レ
ー
競
技
の
成
績
〕

▽
女
子
＝
①
猪
熊
Ａ
（
3
分
4
7
秒
豊
㊥
机

Ａ
（
3
分
5
0
秒
6
5
）
㊥
伊
左
座
Ａ
（
4
分
2
0

秒
警
④
吉
田
Ａ
（
4
分
2
5
秒
6
6
）
⑧
頃
末

Ａ
（
4
分
4
3
秒
哲

▽
男
子
＝
①
机
Ａ
（
3
分
4
5
秒
巴
⑧
頃
宋

Ａ
（
4
分
5
秒
曽
④
猪
熊
Ａ
（
4
分
2
9
秒

聖
④
吉
田
Ａ
（
4
分
3
0
秒
7
7
）
㊥
伊
左
盛

Ａ
（
5
分
8
秒
㌘

全校あげて交通安全

猪熊小に「努力賞」

交
通
事
故
を
な
く
す
県
民
運
動
本
部
（
本

部
長
・
奥
田
八
二
県
知
事
）
で
は
、
毎
年
、

県
内
の
学
校
で
特
に
交
通
安
全
教
育
羞
還

安
全
教
室
な
ど
、
文
字
ど
お
り
地
域
と
学
校

が
一
体
と
な
っ
て
交
通
安
全
の
取
り
組
み
を

し
て
い
ま
す
。

的
に
実
践
し
た
学
校
を

表
彰
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
は
六
月
十
日
、
福

岡
市
の
都
久
志
会
館
で
表

彰
式
が
あ
り
「
猪
熊
小
学

校
」
が
努
力
校
と
し
て
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。

同
校
は
、
五
十
六
年
か

ら
三
年
連
続
し
て
優
良
賞

を
受
け
て
お
り
、
今
回
の

努
力
賞
で
四
回
目
の
受

彰
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
街
頚
に
立

ち
児
童
の
指
導
を
行
う
、

交
通
公
園
を
利
用
し
て
の

児童、先生、ＰＴＡ一緒の坂り組みで

受彰した努力賞

防ごう非行

助けよう立ち直り

－7月は「社会を明るくする運動」月間です

「社会を明るくする運動」は、わたした

ち皆が、犯罪の防止と罪を犯した人たちの

更生について理解を深め、それぞれの立場

から犯罪や非行のない明るい社会を築こう

とする運動です。

差
別
の
な
い

住
み
よ
い
町
を
作
り
ま
し
ょ
う
／

．
差
別
の
な
い
住
み
よ
い
町
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う
．
－
七
月
は
同
和
問
題
啓
発
強
調

月
間
二
日
の
早
朝
、
町
長
や
人
権
擁
護
委

員
、
運
動
団
体
な
ど
の
人
が
、
駅
前
で
同
和

啓
発
チ
ラ
シ
を
通
勤
者
に
配
布
し
、
同
和
問

題
の
再
認
識
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

人
間
は
、
み
ん
な
平
等
な
は
ず
で
す
。
し

か
し
現
実
に
は
結
婚
差
別
や
職
業
差
別
が
、

今
で
も
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
根
強
い

差
別
を
排
除
す
る
た
め
に
は
、
一
人
一
人
の

正
し
い
認
識
と
理
解
が
必
要
で
す
。
ぜ
ひ
、

こ
の
機
会
に
、
み
ん
な
で
同
和
問
題
に
つ
い

て
考
え
、
住
み
よ
い
町
、
平
和
な
世
の
中
に

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。



昭和61年7月10日冊酬Ⅲ酬削…酬Ⅲ冊冊冊…Ⅲ冊…ｌ広呵膿転斎藤（。）

現
在
交
付
し
て
い
る
「
母
子
家
庭
等
医
療

証
」
は
、
七
月
三
十
一
日
ま
で
し
か
使
用
で

き
ま
せ
ん
。

更
新
の
申
請
を
さ
れ
る
万
は
、
七
月
二
十

八
日
か
ら
七
月
三
十
一
日
ま
で
に
次
の
書
類

を
添
え
、
役
場
国
保
毎
金
係
（
窓
口
6
番
）

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
添
付
書
類

。
母
子
家
庭
等
医
療
証

・
健
康
保
険
証
　
ｅ
印
か
ん

地
域
福
祉
に
関
す
る
基
礎
諭
や
問
題
点
を

考
え
る
九
州
大
学
公
開
講
座
を
開
き
ま
す
。

▽
開
講
時
期
　
七
月
か
ら
十
月
ま
で
十

回
二
十
時
間
（
開
・
開
講
式
を
含
む
）

▽
受
講
料
金
　
テ
キ
ス
ト
代
千
円

※
受
講
こ
希
望
の
万
は
、
封
書
に
住
所
、
氏

名
、
性
別
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
を
記

入
し
た
書
面
に
、
返
信
用
は
が
き
（
氏
名
、

住
所
を
明
記
）
を
琴
見
て
「
七
月
十
五
日
」

ま
で
に
、
福
岡
県
地
域
福
祉
振
興
基
金
（
〒

八
三
　
福
岡
市
博
多
区
千
代
一
丁
目
一
丁

二
）
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
締
切
　
7
月
2
0
日
ま
で
に
必
着

▽
応
募
先
　
北
九
州
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ

ー
（
〒
八
〇
六
　
八
幡
西
区
相
生
町
十

五
－
一
竺
ハ
三
一
－
一
三
一
）

愛！

それは献血

期日糊川ＭＩＭＭＭ州Ｍｌ鵬ｌ川Ｉｌｌ州ｌ

愛
の
献
血
写
車
コ
ン
テ
ス
ト

作
品
募
集
／

帖ⅢⅢ

中
元
の
季
節
で
す
。
七
月
十
六
日
か
ら
八

月
十
五
日
ま
で
の
一
カ
月
間
は
「
中
元
期
正

量
取
引
強
訝
月
間
」
。
こ
の
間
、
ス
ー
パ
ー

や
小
売
店
の
計
量
に
つ
い
て
指
導
を
行
い
ま

す
。
正
し
い
計
量
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

日
杢
亦
十
字
社
で
は
、
福
岡
県
献
血
推
進

運
動
の
一
環
と
し
て
「
愛
の
献
血
写
真
コ
ン

テ
ス
ト
」
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

▽
テ
ー
マ
　
愛
を
テ
ー
マ
に
し
た
献
血
推

進
に
関
す
る
も
の
か
ら
、
献
血
へ
の
理

解
を
深
め
る
た
め
の
献
血
風
景
な
ど
、

明
る
く
さ
わ
や
か
な
作
品

▽
サ
イ
ズ
　
白
黒
・
カ
ラ
ー
（
サ
ー
ビ
ス

サ
イ
ズ
か
ら
四
つ
切
り
ま
で
）
、
組
み

写
真
は
不
可
。

▽
応
募
要
領
　
応
募
枚
数
に
制
限
な
し
。

作
品
の
裏
に
①
画
題
㊥
住
所
㊥
氏
名
④

年
齢
㊥
職
業
又
は
学
校
名
㊥
電
話
番
号

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

（
．

児
童
手
当
ま
た
は
、
特
例
給
付
を
受
け
て

い
る
人
は
、
六
月
中
に
「
現
況
扁
」
を
役
場

社
会
課
に
提
出
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
ま
だ
出
さ
れ
て
い
な
い
人
が
い
ま
す
。

こ
の
現
況
届
は
、
手
当
が
受
け
ら
れ
る
か

ど
う
か
を
確
認
す
る
大
切
な
手
続
き
で
、
こ

の
届
け
を
出
さ
な
い
と
、
引
き
続
い
て
受
給

で
き
る
資
格
が
あ
っ
て
も
二
ハ
月
分
以
後
の

支
払
い
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
り
ま

す
。
早
急
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

いのうえまきこ

井上真紀子ちゃん
昭和60年7月13日生

）さんの長女
義　治
晶　子

こんにちは、わたし　≠ま†
きちゃんも　で－す。カタコ　童

と章票詣圭豊慧昌漂ｉ
∴墨∴廿∴立言
な女の子でいたいです。

Ｃ楷ノ木団地47棟〕～

おだ　しようへい

小田　将平　くん
日召手口60年7月28日生′

さんの長男
秀　幸
弄び　恵

我が家の若大将です。パ
パそっくりの目、鼻、口‥－
ｅｔｃ。ママに（以てるとこは足
の裏だけなんだって一一？！
よく風邪をひいては、みん
なを困らせるけど、体もパ
パに似て丈夫になってほし
いな（猪熊第2みどり荘）

「
わ
が
象
の
交
通
安
全
」

作
文
募
集
／

▽
テ
ー
マ
　
「
わ
が
家
の
交
通
安
全
」

家
庭
で
交
通
安
全
に
つ
い
て
話
し
合
っ

た
内
容
や
方
法
、
話
し
合
っ
た
結
果
を

実
践
し
て
い
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
。

▽
応
募
期
間
　
7
月
1
日
～
9
月
2
0
日

▽
応
募
区
分

①
小
学
校
低
学
年
（
一
二
一
年
生
）

㊥
小
学
校
中
学
年
（
三
・
四
年
生
）

㊥
小
学
校
高
学
年
（
五
二
ハ
年
生
）

④
中
学
生
　
⑪
母
親
二
般
の
各
部

▽
応
募
方
法

●
　
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
三
枚
（
母
親
・

一
般
の
部
は
五
枚
）
以
内

●
応
募
す
る
と
き
は
応
募
区
分
、
住
所
・

郵
便
番
号
、
氏
名
、
学
校
名
、
学
年
、

学
校
所
在
地
・
郵
便
番
号
（
母
親
・
一

般
の
部
は
年
齢
、
職
業
）
を
記
載
し
て

く
だ
さ
い
。

●
応
募
先
は
、
〒
1
0
1
東
京
都
千
代
田
区

外
神
田
二
－
二
⊥
七
　
共
同
ビ
ル
（

社
）
日
本
交
通
福
祉
協
会
交
通
安
全
作

（
′

支　給　東　文

葦欝嘉薫

一‾ｌ・・三二．：
対霞’

‥：こｌ：二
全Ｉ Ｔ
作－100
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高
温
多
湿
は

細
菌
が
増
え
る
最
適
環
境

日
本
の
夏
は
高
温
多
湿
。
人
間
に
と
っ
て

は
過
こ
し
に
く
い
気
象
条
件
で
も
、
微
生
物

や
細
菌
が
増
え
る
に
は
車
高
の
条
件
な
の
で

す
。な

か
で
も
食
中
毒
を
引
き
起
こ
す
細
菌

は
、
七
、
八
、
九
月
に
猛
威
を
ふ
る
い
、
一

年
間
に
発
生
す
る
食
中
毒
の
六
～
七
割
が
こ

の
時
期
に
集
中
し
て
い
ま
す
。

食
巾
毒
防
止
の
三
原
則
は
①
清
潔
㊥
じ
ん

速
④
加
熱
と
冷
却
－
毎
日
の
食
卓
を
守
る

た
め
に
も
、
家
庭
で
で
き
る
チ
ェ
ッ
ク
・
ポ

イ
ン
ト
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

き
れ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
．
細
菌
の
す

み
か
．
な
の
で
す
。

か
の
う

ま
た
化
膿
し
た
傷
口
や
お
で
き
の
な
か
に

は
、
食
中
毒
の
原
因
と
な
る
細
菌
が
い
ま

す
。
指
に
切
り
傷
や
お
で
き
が
あ
る
と
き
は

指
サ
ッ
ク
な
ど
で
傷
口
を
ふ
さ
ぐ
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

ま
た
食
器
、
ま
な
板
、
ふ
き
ん
な
ど
の
調

理
器
具
は
、
次
に
使
う
と
き
の
た
め
に
熱
湯

消
毒
や
天
日
乾
燥
を
し
て
、
清
潔
に
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

く
に
魚
な
ど
の
生
の
食
品
は
、
で
き
る
だ
け

早
く
調
理
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
食
中
毒
を
引
き
起
こ
す
細
菌
が
増
え

る
に
は
、
あ
る
程
度
の
時
間
が
い
り
ま
す
。

調
理
し
た
も
の
は
早
く
食
べ
ま
し
ょ
う
。
食

べ
残
し
て
時
間
の
た
っ
た
も
の
は
、
な
る
べ

く
捨
て
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
こ

と
が
食
中
毒
を
予
防
し
ま
す
。

加熱と
冷　却

冷
や
し
て
増
や
さ
ず

熟
し
て
殺
す

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
福
岡
県
市
町

村
振
興
協
会
を
通
じ
て
、
災
害
対
策
と
明
る

い
住
み
よ
い
街
づ
く
り
等
に
役
立
て
ら
れ
ま

す
。
予
約
こ
希
望
の
方
は
、
7
月
ュ
5
日
か
ら

7
月
誉
ま
雫
官
製
往
復
ハ
ガ
辛
で
「
〒

一
〇
〇
東
京
中
央
郵
便
局
留
置
、
第
一
勧
業

銀
行
宝
く
じ
部
」
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

調
理
　
し
た
ら

す
ぐ
食
　
べ
　
る

嶺
一
細
菌
を
つ
け
な
い

一
一恒

　
ま
な
板
・
ふ
き
ん
に
注
意

食
中
毒
に
な
ら
な
い
た
め
に
は
、
ま
ず
細

菌
を
つ
け
な
い
こ
と
で
す
。
調
理
を
す
る
前

に
は
必
ず
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。
見
た
目
は

夏
は
暑
さ
で
食
品
が
腐
り
や
す
く
な
り
ま

す
。
調
理
の
仕
方
に
も
、
工
夫
が
い
る
季
節

で
す
。食

品
を
買
っ
て
き
た
ら
、
常
温
に
長
く
置

か
ず
、
手
ぎ
わ
よ
く
調
理
し
ま
し
ょ
う
。
と

細
菌
は
熱
に
弱
い
も
の
で
す
二
ハ
五
度
以

上
で
加
熱
す
る
と
、
た
い
て
い
の
細
菌
は
死

ん
で
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
冷
却
は
細
菌
を
増
や
し
に
く
く
す
る

効
果
が
あ
り
ま
す
。
グ
ン
と
冷
凍
す
れ
ば
、

細
菌
は
ま
っ
た
く
増
え
ま
せ
ん
。

加
熱
と
冷
却
膏
つ
ま
く
使
っ
て
、
細
菌
を

よ
せ
つ
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

愛
の
贈
も
の

香
典
返
し
と
し
て
次
の
万
か
ら
社
会
福
祉

協
議
会
に
こ
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心

か
ら
故
人
の
こ
冥
福
を
お
祈
し
、
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

▽
吉
田
団
地
　
故
・
梶
島
峯
太
郎
殿

梶
島
　
ワ
イ
殿

事業所統計調査に

ご協力ください

七
月
一
日
現
在
を
基
準
と
し
て
、
事
業

所
統
計
調
査
が
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
事
業
所
と
は
、
営
利
・
非
営
利
に

関
係
な
く
、
そ
の
事
業
を
行
う
事
に
よ
り

収
入
を
得
て
い
る
人
、
あ
る
い
は
生
計
を

立
て
て
い
る
人
が
い
る
個
々
の
場
所
を
い

い
ま
す
。
例
え
ば
、
店
舗
∵
工
場
・
会

社
・
保
育
園
・
神
社
・
寺
院
・
病
院
・
銀

行
・
貸
家
業
な
ど
で
す
。
七
日
か
ら
調
査

員
が
、
あ
な
た
の
事
業
所
に
お
伺
い
し

て
、
調
査
票
を
配
布
し
て
お
り
ま
す
の
で

調
査
に
こ
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

同和問題講演会に参加を．／

欄旧　時　7月14日（月〕

午後2時30分から

義場　所　水巻町民会館ホール

搬‡寅　題　「同和問題の今日的課題」

糖旨講　師　全国同和教育研究協言義会

副委員長　岡山直和　氏

涼しいみんなの

学習室を開設

町
で
は
、
梅
ノ
木
団
地
に
あ
る
学
習
等

供
用
施
設
（
町
立
第
三
保
育
園
の
二
階
）

を
夏
休
み
期
間
中
、
学
暫
室
に
閲
放
し
て

お
り
ま
す
。
冷
房
設
備
を
完
備
し
て
お
り

ま
す
の
で
タ
涼
し
い
学
智
芦
を
こ
利
用

く
だ
さ
い
。

▽
使
用
期
間
　
7
月
2
2
日
～
8
月
3
1
日

。
時
　
間
　
8
時
3
0
分
～
1
6
時
3
0
分

▽
休
館
日
　
日
曜
日
及
び
8
月
旭
日
か

ら
8
月
は
日
ま
で

▽
使
用
料
　
無
料
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外
を
見
れ
ば
二
月
と
は
い
え
、
す
で
に
日
は
と
っ
ぷ
り

暮
れ
て
い
た
。
善
定
寺
の
鐘
が
六
時
を
知
ら
せ
て
久
し
く
、

と
き
お
り
若
松
浜
の
松
風
が
響
灘
の
波
音
と
と
も
に
、
吹

き
抜
け
て
い
っ
た
。
天
の
助
け
で
あ
ろ
う
か
、
夕
方
か
ら

冬
に
は
珍
し
く
雷
鳴
の
と
ど
ろ
く
荒
模
様
と
な
り
、
奇
襲

に
は
も
っ
て
こ
い
の
雲
行
き
と
な
っ
た
。

な
に
は
と
も
あ
れ
ケ
ン
カ
は
足
も
と
が
大
事
と
、
み
ん

な
ワ
ラ
ジ
の
紐
を
と
り
替
え
て
玄
関
に
勢
ぞ
ろ
い
し
た
。

「
も
う
一
度
、
念
を
押
す
が
、
大
将
に
迷
惑
を
か
け
る

の
で
、
こ
こ
へ
は
絶
対
に
帰
っ
て
く
る
な
」

と
、
亭
蔵
が
い
う
と
、
水
さ
か
ず
き
の
茶
椀
を
玄
関
先

き
で
割
っ
た
。
こ
の
と
き
見
送
っ
た
の
は
、
磯
吉
た
だ
一

人
で
あ
っ
た
。

外
へ
出
る
と
ひ
や
り
と
冷
た
く
、
す
で
に
連
歌
町
の
ガ

ス
燈
の
下
で
は
、
客
を
呼
び
込
む
仲
居
の
姿
も
み
ら
れ
た
。

街
角
に
は
、
前
も
っ
て
知
ら
せ
て
あ
っ
た
と
み
え
て
、
商

店
街
の
お
も
だ
っ
た
人
が
二
、
三
人
、
そ
れ
と
な
く
見
送

く
る
わ
が
い

っ
て
い
た
。
郭
街
を
出
る
と
雲
の
上
は
満
月
で
あ
ろ
う
か

明
る
く
、
そ
れ
に
南
の
空
は
製
鉄
所
建
設
の
夜
業
で
雲
は

映
え
、
闇
に
目
が
な
れ
て
く
る
と
戦
う
の
に
、
さ
ほ
ど
支

障
は
な
か
っ
た
。

突
然
、
稲
妻
が
走
っ
て
天
を
裂
く
よ
う
な
音
が
し
て
雷

雨
と
な
っ
た
。
高
塔
山
に
落
下
し
た
の
で
あ
ろ
う
、
ど
の

店
も
大
急
ぎ
で
表
戸
を
閉
め
て
、
早
し
ま
い
に
か
か
っ
た
。

い
っ
ほ
う
江
崎
方
は
ど
う
で
あ
る
か
と
い
う
に
、
大
勢

の
子
分
が
集
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
吉
田
方
を
あ
ま

く
み
た
き
ら
い
が
あ
っ
た
。

「
ど
う
せ
敵
は
き
た
と
し
て
も
、
せ
い
ぜ
い
十
人
た
ら

ず
、
よ
も
や
、
こ
の
降
る
吹
く
な
か
を
な
ぐ
り
込
む
こ
と

は
あ
る
ま
い
。
日
が
暮
れ
て
吉
田
が
こ
こ
へ
き
て
、
詫
び

を
入
れ
る
の
が
落
ち
だ
」

こ
の
予
測
は
油
断
と
な
り
、
ひ
い
て
は
、
そ
の
後
の
戦

局
に
も
ひ
び
い
た
。

そ
れ
で
も
昼
め
し
の
と
き
は
、
交
代
で
食
事
を
す
ま
せ

て
い
た
が
、
雷
雨
に
な
っ
た
夕
食
の
と
き
は
、
み
ん
な
揃

っ
て
の
会
食
、
そ
の
う
え
元
気
づ
け
の
酒
が
出
た
の
で
、

兄
貴
頭
の
制
止
も
聞
か
ず
、
大
い
に
メ
ー
ト
ル
を
あ
げ
て

気
炎
を
は
く
者
も
い
た
。

そ
こ
へ
覚
悟
を
し
た
八
人
が
、
ど
し
ゃ
降
り
の
雨
の
な

か
を
玄
関
に
立
っ
た
。
指
揮
を
と
る
の
は
中
山
豊
吉
、
戸

を
開
け
る
や
い
な
や
大
声
で
叫
ん
だ
。

「
江
崎
は
お
ら
ぬ
か
、
吉
田
一
家
だ
、
約
束
通
り
出
向

い
て
参
っ
た
。
表
へ
出
ろ
」

江
崎
万
も
酔
っ
て
い
る
者
が
い
る
と
は
い
え
、
豊
吉
に

全
部
は
い
わ
せ
な
か
っ
た
。
ド
ス
を
ひ
っ
さ
け
た
十
数
人

が
、
奥
か
ら
ど
や
ど
や
と
出
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
外
は
ど

し
ゃ
降
り
の
雨
、
火
鉢
の
そ
ば
か
ら
冷
雨
へ
一
瞬
た
じ
ろ

く
間
に
、
八
人
は
手
は
ず
通
り
に
あ
と
ず
き
り
し
て
二
手

に
分
れ
た
。
こ
れ
を
み
た
江
崎
方
は
少
人
数
と
み
て
と
っ

た
の
か
、
狭
い
路
地
を
押
し
合
い
へ
し
合
い
、
ケ
ン
カ
支

度
も
そ
こ
そ
こ
に
、
ド
ス
を
か
ざ
し
て
斬
っ
て
か
か
っ
た
。

雨
は
ま
す
ま
す
ひ
ど
く
な
り
、
と
き
お
り
ひ
ら
め
く
稲

妻
に
自
刃
は
ひ
ら
め
き
火
花
は
散
り
、
こ
ち
ら
が
進
む
と

敵
は
ひ
き
、
ま
た
退
く
と
敵
は
出
る
。
み
な
返
り
血
を
あ

び
て
決
死
の
形
相
も
の
す
ご
く
、
八
人
は
必
死
に
な
っ
て

め

　

　

　

　

ゆ

ん

戦
っ
た
。
さ
て
亭
蔵
は
と
み
れ
ば
、
右
手
に
刀
、
左
手
に

ピ
ス
ト
ル
、
そ
の
左
側
で
手
は
ず
通
り
要
平
は
長
刀
で
戦

っ
た
。
こ
の
体
制
は
要
平
が
危
験
に
な
っ
た
と
き
、
ピ
ス

ト
ル
の
援
護
を
う
け
る
た
め
で
、
こ
れ
で
要
平
は
再
三
危

機
か
ら
脱
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
状
況
に
つ
い
て
は
「
吉
田
磯
吉
翁
伝
」
　
（
昭
和
十

六
年
発
行
）
に
、
次
の
如
く
記
さ
れ
て
い
る
。

「
当
夜
は
冬
に
し
て
は
珍
ら
し
く
も
大
雷
雨
で
あ
っ
た
。

午
後
七
時
ご
ろ
、
江
崎
へ
斬
り
込
ん
だ
。
先
方
に
も
そ
の

用
意
が
あ
っ
た
の
で
、
現
在
の
明
治
町
通
り
か
ら
、
本
町
三

し
の

丁
目
に
か
け
て
血
戦
乱
闘
が
展
開
さ
れ
た
。
篠
つ
く
雨
で

灯
は
白
く
、
稲
妻
は
青
く
ひ
ら
め
き
、
街
の
な
か
で
み
な

得
物
を
手
に
し
て
戦
っ
た
。
機
雷
の
妻
イ
ワ
（
吉
田
敬
太

た

ん

　

つ

ま

郎
母
）
ま
た
剛
腰
、
接
を
高
く
か
ら
げ
て
、
こ
の
乱
闘
の

た
ま

な
か
に
割
っ
て
入
り
、
味
方
に
拳
銃
の
弾
丸
を
く
ぼ
っ
て

励
ま
し
た
」

と
こ
ろ
で
要
平
は
、
そ
れ
ま
で
お
ど
Ｌ
で
刀
を
抜
い
た

こ
と
は
あ
っ
た
が
、
実
戦
で
使
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
豊
吉
は
剣
の
心
得
が
あ
っ
た
と
み
え
て
、
出
陣
の

と
き
に
現
銀
亭
で
次
の
よ
う
な
話
を
し
た
。

「
よ
い
か
、
刀
は
手
先
き
で
斬
る
の
で
は
な
く
て
体
で

斬
る
の
だ
、
そ
れ
に
は
ま
ず
中
段
に
か
ま
え
て
胸
を
張
っ

て
、
決
し
て
腰
を
ひ
く
な
。
初
め
は
恐
ろ
し
さ
の
あ
ま
り
、

刀
だ
け
を
前
に
突
き
出
し
て
腰
は
う
し
ろ
に
あ
る
が
、
こ

の
姿
勢
で
は
か
え
っ
て
敵
か
ら
斬
ら
れ
る
。
ま
た
敵
を
と

こ
と
ん
追
い
詰
め
る
と
、
か
え
っ
て
敵
は
必
死
に
な
る
の

で
、
殺
す
の
が
目
的
で
な
い
な
ら
ば
深
追
い
は
し
な
い
こ

と
だ
」こ

れ
は
、
あ
と
で
現
実
と
な
っ
て
か
え
っ
て
き
た
。

（
つ
づ
く
）

（
文
）
　
郷
土
史
家
　
奥
　
田
　
貞
　
志

□
発
行
人
　
水
巻
町
長
　
伊
　
藤
　
衛
　
門

□
編
集
水
巻
町
総
務
課
（
電
2
0
1
－
4
3
2
1
）
　
（

□
印
刷
　
冷
牟
田
印
刷
合
資
会
社


